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本
堂
の
名
稲
な
る
懐
徳
の
二
字
は
論
語
里
仁
麻
第
十
一
章
に
見
わ
た
る
「
君
子
懐
徳
小
人
懐
土
、
君
子
懐
刑
｀
小
人
懐
恵
．
L

ご

い
へ
る
孔
子
の
語
中
よ
り
取
ら
れ
た
る
も
の
マ
J

思
は
る
0

因
b
て
此
懐
徳

Lゞ

い
ふ
文
字
に
就
含
其
意
義
を
明
に
サ
ん
ざ
す
Q

先
づ
前
掲
の
孔
子
の
語
を
い
か
に
讀
み
い
か
に
説
明
す
べ
き
か
に
就
き
一
言
す
べ

t
0
孔
子
の
此
語
ぱ
二
様
に
讀
ま
h
従
っ

て
二
様
に
解
説
せ
ら
る
。
―
つ
の
讀
方
は
君
子
へ
悛
涵
呼
小
人
伍
懐
ヱ
ぢ
°
君
子
心
霞
匹
刑
？
小
人
‘
懐
盃
咤
‘
)
ざ
讀
み
て
相
到
的
に

之
を
見
ん
マ
J

し
而
し
て
他
の
一
は
君
子
懐
穴
徳
チ
小
人
懐

5±
チ0

君
子
懐
穴
刑
ー
小
人
懐
7

車
吟
3

マ
」
讀
み
て
因
果
的
に
之
を
見
ん

さ
す
。
今
其
何
れ
が
正
常
な
る
か
を
考
察
す
る
に
論
語
の
中
に
は
君
子
マ
J

小
人
ご
を
到
言
社
ろ
所
少
な
か
ら
ざ
ろ
も
何
れ
も
其

雨
者
を
到
等
に
見
て
因
果
的
に
見
た
る
所
な
し
0

例
へ
ぱ
君
子
喩
於
義
．
小
人
喩
於
利
。
（
里
仁
篇
）
君
子
和
而
不
同
、
小
人
同
而

不
和
。
（
子
路
篇
）
君
子
泰
而
不
騎
、
小
人
騎
面
不
泰
3

一
同
上
）
君
子
上
逹
、
小
人
下
逹
。
（
憲
問
篇
）
君
子
求
諸
己
、
小
人
求
諸
人
し

（
術
虚
公
篇
）
こ
あ
る
は
何
れ
も
然
り
。
さ
れ
ば
此
章
の
語
の
み
ヤ
閃
玉
果
的
に
見
る
は
い
か
A

あ
る
べ
き
。
矢
張
他
の
諸
章
マ
J

同
様

に
到
立
的
に
見
る
を
正
常
ご
す
。
斯
く
見
る
こ
さ
に
よ
り
て
孔
子
の
牝
語
も
修
養
上
尤
も
適
切
な
る
意
義
を
有
す
る
こ
ご
ヽ
な

る
0

先
賢
か
本
堂
に
名
く
る
に
此
名
を
以
て
せ
る
所
以
の
意
も
亦
此
に
在
り
ご
思
は
る
°
然
ら
ば
い
か
に
此
章
を
説
朋
す
べ
き
か

懐

徳

藝

文

製

磁

第

入

披

秋

月

胤

織



マ
」
い
ふ
に
為
學
修
養
に
従
事
し
て
居
る
君
子
は
人
間
に
マ
J

り
て
徳
の
極
て
大
切
な
る
セ
知
b
之
を
確
か
<
J

我
身
に
修
得
し
て
失

は
ざ
る
榛
常
に
心
セ
用
ゐ
居
る
こ
な
り
°
懐
＜
」
は
所
謂
念
念
忘
れ
ざ
る
義
に
て
常
に
之
を
心
に
存
し
て
忘
れ
ざ
る
謂
な
り
3

之

に
反
し
學
問
修
養
に
従
事
せ
ざ
る
小
人
は
徳
の
尚
ぶ
べ
き
セ
知
ら
ざ
る
よ
り
そ
う
い
ふ
深
き
考
も
な
く
ロ
へ
其
居
虞
の
安
を
欲
し

只
其
身
が
安
ら
か
に
其
郷
土
に
生
活
す
る
を
得
は
足
れ
り
マ
J

し
其
串
の
み
セ
念
念
忘
れ
す
こ
な
り
。
延
に
同
じ
柑
チ
ご
い
ふ
中

に
も
段
等
め
り
て
徳
セ
悛
ふ
君
子
よ
り
一
段
下
き
地
位
に
在
る
右
子
は
刑
セ
懐
ふ
こ
な
り
°
刑
を
懐
ふ
こ
は
其
行
が
｛
且
し
き
セ

失
ひ
て
繭
家
り
刑
澗
に
躙
る
A

こ
ご
な
き
か
f
＿
常
に
心
を
用
ふ
こ
な
b
°
即
ら
法
り
畏
る
べ
き
セ
知
り
て
其
身
を
守
り
法
，
ぜ
犯

さ
す
•
e
な
り
Q

此
後
り
方
の
君
子
は
前
り
右
チ
ぃ
積
極
り
に
徳
セ
懐
ふ
て
進
ん
で
徳
＇
打
を
硲
す
に
反
し
消
極
的
に
退
き
．
ふ
非
行

を
為
さ
ぬ
様
心
を
川
ふ
る
も
の
に
て
其
間
差
等
あ
る
を
免
れ
す
0

又
圃
し
く
小
人

J`

い
ふ
中
に
も
土
ャ
恢
ふ
小
人
よ
り
も
一
段

下
り
た
る
小
人
は
己
り
扮
す
べ
き
こ
.
f
J

を
為
さ
す
自
己
り
勁
勢
し
よ
り
て
正
賞
な
る
報
酬
セ
得
ん
ご
せ
す
他
り
施
し
恵
み
に
典

か
ら
ん
こ
こ
を
念
ふ
て
忘
い
す
y
J

な
b
u
此
れ
最
も
↑
い
る
人
な
り
点
女
之
低
生
怯
ひ
刑
セ
慎
ふ
右
子
は
A
こ
こ
よ
で
も
徳
を
本
ご

し
て
離
い
す
反
之
土
笠
懐
ひ
恵
セ
懐
ふ
小
人
は
欲
と
本
ご
し
て
離
れ
ざ
る
も
の
な
り
0

因
り
て
孔
子
は
附
種
の
人
物
セ
到
比
し

其
趨
向
の
同
じ
か
ら
ざ
る
を
明
に
し
人
セ
し
て
君
チ
の
心
セ
以
て
心
こ
し
其
徳
を
矢
は
ざ
ら
し
め
ん
ご
せ
ら

t
た
る
な
り
。

是
よ
り
主
題
に
入
り
て
懐
徳
の
徳
'r.J

は
い
か
な
る
も
り
か
に
就
き
甲
述
ぶ
ぺ
し
。
穏
に
は
附
様
り
謡
義
ゐ
，
叫
天
賦
の
穏
<
J

修
硲
の
徳
Y
J

是
な
b
°
斯
く
二
様
に
分
看
す
る
も
掘

E
一
種
類
の
る
に
あ
ら
す
3

見
様
ピ
異
に
す
る
に
よ
h

て
か
く
分
る
A

に

て
其
賓
は
一
な
り
。
以
下
の
説
叫
に
よ
り
て
自
ら
分
明
な
ら
べ
し
。
一
骰
人
・
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
其
心
に
尊
さ
道
理
ヤ
J

且^
有

す
0

之
セ
徳
Y
J

い
ふ
3

大
學
り
三
綱
隕
り
一
た
る
明
明
徳
の
明
徳
こ
い
へ
る
は
即
ち
此
鋸
な
9

0

書
艇
の
発
典
に
克
明
峻
徳
こ

あ
る
峻
徳
Y
J

は
即
ち
此
徳
な
り
0

又
詩
森
に
限
見
わ
た
る
令
徳
マ
J

い
ふ
も
亦
然
り
3

然
ら
ば
此
の
尊
さ
逗
理
を
具
へ
た
る
徳
は

じ
か
に
し
て
人
心
に
具
は
れ
る
か
を
考
察
す
る
に
人
は
生

nな
が
ら
に
之
を
得
て
居
る
も
の
な
れ
ば
之
セ
天
よ
り
賦
興
せ
ら
れ



た
る
も
の
マ
J

想
定
す
。
書
の
太
甲
篇
に
顧
謁
天
之
明
命
マ
J

あ
る
は
即
ち
此
意
セ
言
明
せ
る
な
b
0
詩
の
大
雅
蒸
民
篇
に
天
生
蒸

民
有
物
有
則
、
民
之
乗
梓
、
好
琵
諮
徳
．
を
あ
る
も
亦
然
り
0
即
ち
性
は
天
よ
り
命
せ
ら
れ
た
る
明
徳
な
り
こ
の
義
な
り
°
斯
く

人
間
の
徳
性
は
天
よ
り
賦
典
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
b
ご
の
観
念
を
尤
も
端
的
に
言
明
せ
る
を
子
思
こ
す
0
抑
東
洋
の
倫
理
學
セ

代
表
せ
る
も
の
は
偏
放
に
し
て
僑
数
の
倫
理
學
に
其
根
基
を
償
け
る
は
子
馬
な
b
°
子
思
は
其
述
作
に
係
れ
る
中
庸
の
膀
頭
に

天
命
之
謂
性
、
李
性
之
謂
逍
．
修
道
之
謂
放
マ
J

い
へ
り
0
是
は
子
思
か
儒
敢
倫
理
に
於
け
る
一
二
綱
領
を
明
示
せ
る
も
の
に
て
後
世

偏
放
倫
理
の
甚
大
な
る
螢
展
は
主
<
J

し
て
子
思
の
此
立
言
に
淵
源
せ
b
。
子
思
の
此
立
言
に
合
ま
れ
だ
ろ
意
義
如
何
こ
い
ふ
に

廣
大
無
邊
な
る
全
宇
宙
セ
主
宰
す
る
者
は
天
な
り
°
吾
々
の
生
活
す
る
人
間
芥
も
宇
宙
の
一
部
な
れ
ば
是
亦
天
の
主
宰
を
受
け

ざ
る
べ
か
ら
す
°
天
が
宇
宙
に
到
し
て
有
す
る
絶
判
無
限
の
主
宰
力
は
元
亨
利
貞
の
四
徳
に
よ
り
て
表
現
せ
ら
る
°
天
は
人
間

界
セ
主
辛
す
る
に
嘗
り
其
有
す
る
四
穏
に
準
じ
て
人
に
仁
義
騰
智
の
四
穏
セ
賦
典
す
。
天
の
人
に
賦
典
す
る
よ
り
し
て
之
セ
命

こ
い
ひ
人
の
之
を
天
よ
り
受
く
る
よ
り
し
て
性
<
J

い
ふ
3

人
が
天
よ
り
受
け
た
る
性
に
李
つ
て
其
性
の
本
能
を
全
う
す
る
所
に

人
マ
J

し
て
の
逍
生
す
°
是
に
於
て
か
性
は
人
道
の
由
つ
て
表
現
せ
ら
る
所
の
本
證
に
し
て
尤
も
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
こ

ご
A

な
る
°
之
が
前
に
述
べ
た
る
天
賦
の
徳
こ
い
ふ
こ
ご
の
意
味
な
り
J

即
ち
天
賦
の
徳
こ
は
人
が
生
れ
な
が
ら
に
し
て
天
よ

b
賦
興
せ
ら
れ
た
る
徳
こ
い
ふ
義
な
り
0
人
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
徳
を
天
よ
b
賦
典
せ
ら
れ
て
居
る
こ
い
ふ
此
思
想
は
獨
り

偏
放
の
思
想
り
み
な
ら
す
西
洋
の
倫
理
思
想
に
も
あ
る
こ
ピ
に
て
例
へ
ぱ
英
吉
利
の
代
表
的
倫
理
學
者
た
る
グ
リ
ー
ン
の
如
き

も
人
の
心
に
具
は
れ
る
倉
い
徳
は
天
よ
り
授
か
り
た
る
も
の
な
b
ざ
説
い
て
居
る
位
で
此
思
想
は
洋
の
東
直
を
通
じ
て
の
共
有

思
想
こ
い
ふ
を
得
べ
く
0
然
ら
ば
修
為
の
徳
マ
」
は
何
ぞ
<
J

い
ふ
に
人
は
生

nな
が
ら
に
し
て
此
徳
性
を
具
備
す
る
こ
同
時
に
此

身
あ
b
0
此
身
は
氣
質
の
生
す
る
所
に
し
て
此
に
欲
あ
り
0
欲
は
常
に
徳

Jゞ

人
身
中
に
到
立
し
て
徳
性
の
本
能
セ
障
害
し
其
作

用
を
全
フ
せ
し
め
さ
ら
ん
こ
す
。
肖
書
に
所
謂

A
心
惟
危
．
道
心
惟
徹
、
マ
J

あ
る
は
即
是
な
り
0
人
は
幽
な
ら
ざ
る
限
り
必
す
此



隙
害
和
愛
b
其
生
れ
た
る
自
然
の
ま
ヽ
に
て
ほ
性
に
李
ふ
能
は
す
。
其
為
す
即
逍
マ
J
相
離
る
＞
に
至
b
自
力
に
て
道
に
由
る
能

ば
す
。
是
に
於
て
か
人
間
の
行
露
に
滴
常
な
る
節
度
を
設
け
人
遣
の
在
る
所
を
が
ー
て
之
に
由
ら
し
む
る
ヤ
要
す
0
所
謂
先
知

者
先
界
者
出
で
ヽ
人
逍
を
條
整
ー
天
下
萬
人
を
し
て
之
に
由
ら
し
む
ろ
は
之
が
玲
な
b
°
之
を
数
ご
い
ふ
IJ

斯
く
て
人
は
此
数

に
由
り
て
其
徳
を
修
め
異
宵
に
北
徳
を
吾
身
に
柄
得
す
る
こ
こ
>
な
る
。
さ
り
ご
て
其
修
得
す
る
徳
は
吾
身
外
よ
b
之
を
吾
身

内
に
照
来
す
る
に
あ
ら
す
し
て
學
問
修
養
の
功
夫
に
よ
り
て
吾
身
内
に
具
有
ぜ
る
天
賦
の
徳
を
明
に
自
覺
す
る
謂
な
b
°
之
を

修
露
の
徳
ご
い
ふ
。
大
學
に
所
謂
明
明
徳
の
明
さ
は
即
是
な
b
0
大
學
に
所
謂
格
物
致
知
誠
意
正
心
9
J
ほ
此
條
総
の
法
ャ
示
せ

る
に
外
な
ら
す
0
即
ち
先
づ
逍
理
を
究
め
明
に
し
て
心
の
作
用
が
其
宜
し
き
ヤ
得
る
こ
マ
J
>
な
る
ゆ
ゑ
意
を
誠
に
す
る
こ
さ
が

出
末
意
を
誠
に
す
る
こ
さ
に
よ
b
て
＞
心
の
本
照
其
正
し
き
ヤ
得
て
其
結
果
其
身
修
ま
る
こ
さ
>
な
る
。
大
學
の
書
の
七
な
る
目

的
は
霧
學
條
養
の
順
序
を
示
ぜ
る
も
の
に
て
學
問
に
尤
も
闊
係
あ
り
っ
徳
ヤ
修
む
ろ
こ
こ
の
必
要
に
つ
き
て
は
孔
子
す
ら
徳
之

不
修
、
學
之
不
講
、
不
善
不
能
改
、
是
吾
憂
也
｀
さ
い
は
れ
た
b
0
斯
＜
徳
を
修
む
る
こ
マ
」
に
よ
b
て
修
総
の
徳
は
得
ら
れ
之
に

よ
り
て
天
賦
の
徳
セ
全
う
す
る
を
得
る
な
り
0
警
へ
ば
町
徳
こ
は
他
の
糀
末
な
る
硫
石
に
包
ま
れ
た
ろ
賓
玉
の
如
し
°
之
を
包

め
る
粗
磯
を
削
b
取
b
之
セ
磨
き
上
げ
る
こ
A

こ
に
よ
り
て
賓
玉
'
t
J
な
る
ご
一
般
に
て
世
の
人
の
明
徳
は
形
氣
の
欲
に
よ
b
て
蔽

は
れ
居
る
ゆ
ゑ
此
欲
を
除
き
去
b
て
初
め
て
本
末
の
明
徳
を
明
に
し
其
光
を
登
揮
せ
し
む
る
を
得
べ
し
。

却
説
吾
々
の
心
に
か

:Q明
徳
の
自
ら
備
は
れ
る
こ
こ
に
就
き
て
は
孟
子
が
諸
方
面
よ
り
之
を
説
示
せ
り
0
先
づ
四
端
の
説

を
唱
へ
て
之
"
¥
明
に
せ
り
。
公
孫
丑
上
篇
に

人
皆
有
不
忍
人
之
心
、
所
以
謂
人
皆
有
不
忍
人
之
心
者
。
今
人
乍
見
揺
子
照
入
於
井
、
皆
有
慌
楊
憫
隠
之
心
，
非
所
以
内
交
於
襦

子
之
父
屈
也
、
非
所
以
要
券
於
郷
黛
朋
友
狙
｀
非
悪
其
聾
而
然
也
、
由
是
観
之
、
無
憫
隠
之
心
非
人
也
、
無
落
悪
之
心
非
人
也
｀
無

僻
譲
之
心
非
人
也
、
無
是
非
之
心
非
人
也
、
側
慇
之
心
仁
之
端
批
．
淮
悪
之
．
心
義
之
端
也
、
僻
譲
之
心
棘
之
端
狙
、
是
非
之
心
智

四



玉

又
良
心
説
セ
唱
へ
て
之
を
明
に
せ
り
°
告

之
端
也
．
人
之
有
是
四
端
也
狙
其
有
四
盟
他
、

こ
あ
り
0

此
に
端

Jゞ

あ
る
は
心
の
稔
の
疲
し
現
は
れ
た
る
端
緒
マ
J

い
へ
る
義
に
て
此
四
端
を
た
ざ
つ
て
其
根
本
に
渤
つ
て
見
る

ご
仁
義
禍
智
の
四
徳
こ
な
る
J

是
に
よ
り
て
仁
義
謁
智
の
四
徳
が
本
来
人
心
に
具
任
せ
る
⇒

芦
知
る
べ
し
さ
な
b
3
さ
れ
ば
告
子

上
篇
に
も

憫
隠
之
心
人
皆
有
之
．
沿
悲
之
心
人
皆
有
之
、
恭
敬
之
、
？
‘
＼
皆
有
之
、
是
非
之
心
人
皆
有
之
叫
憫
懸
之
心
仁
也
、
器
悪
之
心
義
也
．

恭
敬
之
心
祀
也
。
是
非
之
心
智
血
、
仁
義
畷
智
非
由
外
躾

1
也
．
我
固
打
之
也
弗
思
耳
癸
、

こ
い
へ
り
0

次
に
良
知
良
能
説
を
明
へ
て
之
を
明
に
せ
り
。
＞
盛
心
上
篇
に

人
之
所
不
學
而
能
者
其
良
能
批
品
匁
小
慮
而
知
者
其
良
知
也
、
核
提
之
童
無
不
愛
其
親
者
、
及
其
長
批
。
無

f
知
敬
其
兄
狙
．
親

親
仁
也
敬
長
義
也
ぶ
無
他
逹
之
天
下
批
゜

ご
い
へ
る
は
人
聞
固
打
の
良
知
良
能
説
し
よ
り
て
天
賦
明
徳
説
を
立
證
せ
し
な
，
り
0

子
上
篇
に

牛
山
之
木
背
美
突
、
以
其
郊
於
大
國
也
五
斧
斤
伐
之
，
可
以
為
芙
乎
、
是
其

□夜
之
所
息
、
雨
露
之
所
潤
｀
非
無
崩
柴
之
生
焉
、
牛

羊
又
従
面
牧
之
，
是
以
若
彼
濯
濯
也
｀
人
見
其
濯
擢
也
．
以
為
未
9

旨
有
材
嵩
，
此
登
山
之
性
也
哉
，
雖
＃
乎
人
者
登
無
仁
義
之
心

哉
、
其
所
以
放
其
良
心
者
亦
猶
斧
斤
之
於
木
也
、
云
云

マJ
い
つ
て
仁
義
之
心
即
良
心
の
自
ら
人
に
存
在
せ
る
こ
＜
J

セ
牛
山
の
木
に
警
へ
て
證
明
せ
り
。
以
上
列
學
せ
る
所
は
孟
子
に
よ

b
て
典
へ
ら
れ
た
る
天
賦
徳
性
説
の
斯
案
Y
)

す
0

然
る
に
人
は
俯
欲
物
欲
等
り
為
に
此
天
賦
の
徳
性
り
本
能
を
障
害
せ
ら
れ
て

其
功
用
を
全
う
す
る
能
は
す
J

日
定
に
於
て
か
學
問
修
養
に
よ
り
て
，
其
捻
性
の
有
る
こ
マ
J

を
自
覺
す
る
必
要
め
り
。
さ
れ
ば
孟

子
も
其
悼
害
セ
腐
す
も
の
を
去
り
て
之
セ
養
ふ
を
必
要
こ
し
荀
得
其
養
、
無
物
不
長
、
荀
失
其
養
．
無
物
ィ
消
こ
い
つ
て
天
賦
の



樹
性
を
全
う
す
る
さ
全
う
ぜ
ざ
る
ご
は
一
に
其
養
を
得
る
ご
得
ざ
る
ご
に
在
る
を
説
き
冊
人
を
警
醒
す
る
所
ぁ
b°

斯
く
て
篇

學
修
養
の
功
に
よ
b
て
其
徳
を
修
む
れ
ば
明
徳
を
明
に
す
る
結
果
マ
J

な
る
も
然
ら
ざ
れ
ば
天
賦
の
霙
徳
も
其
力
を
登
揮
す
る
能

は
す
し
て
人
間
ご
生
れ
な
が
ら
禽
限
ご
伍
す
る
こ
ご
ヽ
な
ら
ぬ
こ
も
限
ら
す
。
そ
こ
に
何
人
に
ご
h
て
入
為
學
修
養
の
必
要
を

生
す
る
な
り
。

そ
こ
で
本
題
に
蹄

b
懐
徳
マ
J

い
ふ
こ
こ
即
ち
人
は
念
念
忘
れ
す
常
に
徳
を
我
身
に
保
有
せ
ん
こ
こ
を
力
め
ざ
る
べ
か
ら
す
。

間
晰
な
く
心
ャ
此
に
用
ふ
る
こ
こ
に
こ

b
て
徳
を
我
身
に
確
保
す
る
こ
こ
を
得
る
な
り
0

易
に
も
君
子
終
H
乾
乾
夕
楊
若
魚
尤

悔
マ
J

あ
b°

是
は
學
者
の
切
要
な
る
功
夫
を
示
せ
る
な
り
0

此
に
序
な
が
ら
一
言
す
べ
き
は
學
問
修
養
に
従
事
す
る
者
の
多
く

が
學
問
の
目
的
は
前
記
の
如
（
賓
に
徳
を
吾
身
に
修
め
て
之
を
貨
行
す
る
所
に
在
る
こ
ご
な
る
に
之
を
忘
れ
て
徒
ら
に
知
識
を

求
む
る
に
偏
俯
し
て
宵
行
を
軽
ん
じ
修
養
の
本
義
を
失
ふ
こ
ざ
是
な
h
0
是
貼
は
深
（
戒
め
ざ
る
べ
か
か
す
3

中
庸
に
も
荀
不

至
徳
、
苓
逍
不
凝
、
故
君
子
尊
掘
性
、
道
問
學
，
マ
」
あ
り
0

是
は
為
學
の
目
的
ご
功
夫
ご
を
示
し
諄
徳
性
は
學
問
の
目
的
で
あ
る
逍

問
學
は
其
功
夫
な
り
ご
し
て
學
者
を
諭
さ
れ
た
る
な
り
ぃ
然
る
に
學
者
の
多
く
は
或
は
存
掘
性
に
偏
し
て
道
問
學
を
忽
に
し
或

は
逍
問
學
に
偏
し
て
諄
徳
性
を
忽
に
し
為
に
學
問
を
完
成
す
る
能
は
す
。
斯
く
て
は
異
に
學
び
セ
る
も
の
こ
い
ふ
べ
か
ら
す
。

學
問
は
修
穏
の
功
大
に
よ
り
て
逍
に
逹
す
る
に
在

b°

修
徳
の
功
夫
に
よ
り
て
道
に
逹
す
る
に
は
常
に
徳
セ
慎
ひ
徳
を
忘
れ
ざ

る
や
う
に
す
る
こ
で
肝
要
な

b°

懐
徳
堂
を
創
始
さ
れ
た
る
先
賢
が
本
堂
に
名
く
る
に
悛
徳
の
名
稲
を
以
て
せ
る
は
後
學
の
為

に
慮
る
こ
ご
誠
に
深
き
も
の
あ
り
ゞ
こ
い
は
ざ
る
べ
か
ら
す
。

六


